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圄
RayWatkinson

"Willi
amMorrisasdesigner"

StudioVista,London,1967

レ イ ・ワ トキ ン ソ ン著

羽 生 正 気 ・清 訳

「デ ザ イ ナ ー と し て の ウ ィ リ ア ム ・ モ リ ス 」

岩 崎芸 術 社1985年

一般に
,書 評といえば,書 物の内容,す なわち,そ の本に書かれていること,に 対して

批判をおこなうものである。しかし,私 たちは意匠学会に属し,デ ザインの研究をおこ

なっているものであるから,単 に,書 かれている内容の面だけでなく,デ ザインという見

地からも,こ の本を批判の対象として悪いはずはなく,し たがって,本 書の外部的,す な

わち,そ の体裁についても語ることにしようと思う。

この本の原書と訳書とについて,一 見したところ,両 書のうちで訳書の方が大きく感じ

られた。そこで,両 書を比べてみると,本 の厚味を除いては,縦 ・横とも同寸法であった。

ただ,厚 味が訳書の方が厚いだけであるのに,訳 書が大きく感じられたが,そ れは何故か

と考えてみると,原 書ではブルーグレーを基調にしたカバーがかけてあるのに対し,訳 書

では淡いヴェージュに黄色系で,前 者が寒色で縮少して見えるのに対し,後 者は暖色で膨

脹して見えるからであろう。また,た しかに,原 書の本文は83頁であるのに対して,訳 書

では168頁 と倍以上の量になっている。しかし,こ のことよりもむしろ,さ きにのべた色

調による感じ方が,両 者を軽快と重厚の違いにしていることであって,そ れぞれの顔をし

て悪いということではなかろう。

一般に
,欧 文を日本文に翻訳した場合,日 本文の方が長くなりがちであるが,本 訳書の
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場合 は 関係が な い事柄 であ る。原書 に比 して 本訳書 の頁 数が増 え てい るの は,冒 頭 の 日本

語版 へ の特別 の前 書 きが加 え られ てい る こと。横文 字 に比 して,日 本 の文 字 の小 さいの は 噛

きわめ て読 みづ らいの で,原 書が 一頁42行 で あ るの に対 して,27行 と行 数 をお と し,文 字

を大 き くしてあ る こと。原 文に はない,訳 注,関 連 地 図,図 版 一 覧及 び凡例 がつ け加 え ら

れ てい て大層 便利 に な ってい るこ と。以 上 の事柄 に よってで あ る。 つ いで なが ら,年 表 を

のせ て くだ さる と有難 か った と思 う。 原著 書,レ イ ・ワ トキ ンソ ンは1913年,英 国マ ン

チ ェス タ ーに生 れた。 生地 マ ンチェ ス ター美 術学校 に学ん だあ と,イ ラス トレー ター,版

画 家,ド ラフ ッマ ン,ま た,ジ ャー ナ リス ト,批 評家 と巾広 い分 野で活 躍 し,ロ ン ドン大

学,ブ ラ イ トン工 科大 学,マ ンチ ェス タ7大 学 な どで 芸術 とデザ イ ンにつ いての 歴史 と実

技 を教 え た。現 在 は専 ら著 述 を事 と して い る。<デ ザ イ ナー と して の ウィ リア ム ・モ リ

ス〉 は1967年 に書か れた もので あ る。

日本 語 版へ の 前書 に もあ る とお り,「1984年 は,英 国 の偉 大 な誌 人 ・デザ イ ナー,ウ ィ

リァ ム ・モ リスの生誕150年 祭」 に当 ってい て,ウ ィ リアム ・モ リス協会 の機 関 誌の編 集

長 で ある レイ ・ワ トキ ン ソンは 「今 日の ウ ィリアム モ リス展 」 の企画者 の一 人 と して多忙

を きわめ られ た ことであ ろ う。 この よ うな原著者 で あ る限 り,ウ ィ リア ム ・モ リス に関す

る評伝 は興 味深 こと論 を俟 た ない ところで あ る。 ロ ン ドンの,と い う よ りも世界 におけ る

美 術工 芸 の コ レクシ ョ ンを蔵す る こ とで有 名 なヴ ィク トリア ・ア ン ド ・アルバ ー ト博物 館

の故 ピー タ ー ・フラ ウ ドは,ウ ィリアム ・モ リス につい ての もっ と も確 か な研 究 家 と して

知 られて い る。 この フ ラ ウ ドな きあ との モ リス研 究者 の第 一人者 と して,レ イ ・ワ トキ ン

ソ ンが 存在 してい るので あ る。 とい うこ とは現在,ウ ィ リア ム ・モ リス研究 の もつ と も信

じうる,価 値 あ る書 といえ るわけで あ る。

本書 は7つ の章 に分 かれて い る。

1.生 涯 と背 景(Lifeandbackground)

2・ 商会(Thefirm)

3.先 駆 者 たち(Precursors)

4.ス テ ン ドグ ラス(Stainedglass)

5.パ ター ンデザ イ ン(Patterndesign)

6.E卩 届旺(Printing)

7.A&C(TheArtsandGraftsMouvement)

以 上 の よ うな分 けか たで あ るが,内 容 はそれ ほど明確 に章 の表題 につ いて だけふ れて い

る,と い った内容 で はな く,す べ て各章 がつ なが った 内容 とな ってい る。例 えば,は じめ

の 「生 涯 と背 景」 は,内 容 的 に第2の 「商会 」 第3の 「先 駆者 た ち」,さ らに終章 の 「A
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&C運 動」 まで の びて い る,と も考 え られ,本 書 の表 題 と しての 「デザ イナ7」 と して は

第4,第5,第6で 主 にあつ か われ てい る。 「半 ダ ース に もの ぼ るク ラフ トに精通 し」 て

い たモ リスの 「デザ イナ ー」 としての業績 を以上 の三 つ に集 約 した,ワ トキ ンソ ンの説 明

は きわ めて明解 で ある。 ただ,専 門家 に とっては,き わ めて重 要で,且 つ 最高度 の参 考資

料 が与 え られ て いよ うが,一 般読 者,あ るいは印刷 あ るい は タイポ グ ラフ ィーにか か わ り

の ない人 に とっては,か な り難解 で,精 細 す ぎる と感 じるの は私 だ けで あ ろ うか。

ウ ィリアム ・モ リス につ い て,ニ コ ラウス ・ペ ブ スナ ーが 「モ ダ ンデザ イ ンの 開柘 者」

と して論及 して い るが,ペ ブスナ ーの論 が建築 的世 界に ポ イン トが おか れてい る こと,彼

が ドイツ系 で ある こ とな どで,ワ トキ ンソンのモ リス観 の方が は るか に血 の通 っ た論 考 と

感 じとれる ものが あ るのは,本 書 の最上 の利 点で あ ろう。

デザ イ ン とクラ フ トにつ いて,日 本 で は両者 の区別 を明確 に してい る と信 じられて い る

が,ワ トキ ンソ ンの モ リス観 を通 して,両 者の 明確 な区分 と同時 に,重 要 な共通 項の 存在

に心 すべ きこと を本書 は教 えて くれれて い ると思 うのは私 一 人だ けであ ろ うか。

(元井 能)
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終 りに,本 書の訳書,羽 生正気氏が本年6月 に昇天された。心から哀悼の意を表する

とともに,こ のつたない書評を,彼 への鎮魂歌としたい。また,あ とにのこされた清夫

人とその御令息の御多幸を祈るものである。


